
技術の活用による
持続可能な社会・
産業基盤の創造

環境負荷低減の
取り組み

安全・安心な
製品作り

サプライチェーン
マネジメントの強化 人的資本の最大化 リスクマネジメントの

強化

価値創造プロセス
日機装グループは、中長期的な視点を持って、社会の変化に伴う課題を捉えながら、事業を通じて価値を創造してきました。これからも社会の変化を見据えて柔軟に対応し、インダストリアル・航空宇
宙・メディカルの事業基盤を最大限に活かして、ものづくりで社会の進化を支えていきます。

労働力不足に 
よる人材獲得難

高齢化に伴う 
医療費の増加

エネルギー消費
の増加による 
地球温暖化

脱炭素化へ 
向けてのクリーン
エネルギーへの

シフト

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

External Environment Business Model and Management Capital Medium-term Business Plan Outcome
外部環境 ビジネスモデルと経営資本 中期経営計画 アウトカムアウトプット

Output

RETURN

経済・社会・
環境課題の
解決

ものづくり
（製品化）

変化し続ける
社会の
ニーズ

キーテクノロジー
の可能性の
再検証

知の研鑽・
融合・共創

財務資本
キャッシュ創出力、
財務健全性

社会・関係資本
顧客・パートナー企業・
産官学との連携

自然資本
CO2排出量削減、
廃棄物の最小化

知的資本
専門領域で培った
高い技術力と応用力

製造資本
グローバルな事業
基盤と安定供給体制

人的資本
グローバルに活躍
する多様な人材

インダストリアル事業
•ポンプ・システム
•精密機器
P24-27へ

FY2025実績 FY2028予想
売上収益 2,156億円 2,700億円
営業利益 153億円 220億円
営業利益率 7.1% 8.1%

ROE 9.2% 9.0%以上

DOE 1.8% 2.5%

NIKKISO 2028 
– Toward a Healthier World

基本方針
持続的成長に向けた5本の柱
❶  「品質」を原点に、確かな価値の創出
❷  技術革新への飽くなき追求と 
社会実装の加速

❸  長期ビジョン実現に向けた事業・ 
製品ポートフォリオの拡大・再構築

❹  資本効率の最大化と収益力の強化
❺  グローバル事業インフラ・ 
ガバナンスの強化

航空宇宙事業
P28-30へ

メディカル事業
P31-33へ

成長を支えるコーポレート・ガバナンス P44-51へ

サステナビリティ経営 P20-22へ

ウェルビーイングの実現
•  安定雇用、安定収入の実現
•  知識やスキル、人間力の 
涵養

従業員への
創出価値
自身の成長が
社会の発展に 
つながる実感

社会への
創出価値
お客様の
期待を超える 
ソリューションと
価値の創出

低・脱炭素社会の実現
•  LNGの普及促進
•  水素用ポンプの開発などの
新技術への挑戦

持続可能な産業化の推進
•  プラントの安定操業を通じた
安全・安心な社会の実現

•  次世代インフラの普及促進

安全かつ効率的な
輸送システムの提供
•  航空機の環境負荷低減に貢献
•  航空機需要への対応

健康的な生活の実現
•  患者さまのQOLの向上
•  医療従事者の負荷低減と 
医療費の削減

•  創薬研究の効率化

マテリアリティ
（重要課題）

P6へ P13へ

ガバナンス価値創造を支える基盤 データ価値創出のための戦略日機装の価値創造イントロダクション日機装の価値創造
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